
伊予市出身の城戸久枝さんに

市民功労賞を授与
　６月２３日、伊予市は、第３９回大宅壮一ノンフィクション賞を受

賞した伊予市出身の城戸久枝さんに対して、『市民功労賞』を授与し

ました。

　城戸久枝さんは、高校卒業までを伊予市で過ごし、大学卒業後、

出版社勤務を経て、ノンフィクション・ライターとなりました。

　デビュー作で、大宅賞の受賞作品となった「あの戦争から遠く離

れてー私につながる歴史をたどる旅」（情報センター出版局刊）は、

中国残留孤児である父親の激動の半生を約１０年もの長きにわたり、

丹念な取材や父親への聞き取りなどで１冊にまとめあげた作品で

す。

※大宅壮一ノンフィクション賞は、大宅壮一氏の半世紀にわたるマスコミ活動を記念し

て昭和４５年に創設されました。ノンフィクション界の芥川賞・直木賞ともいうべき新

人育成の賞です。

※第３９回選考委員…猪瀬直樹、関川夏央、立花隆、西木正明、藤原作弥、柳田邦男（敬称略）
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広報いよし(�)

城戸久枝さんへのインタビュー（６月２３日、帝国ホテル東京にて）

◎大宅壮一ノンフィクション賞を受賞した喜び

　「家族の歴史を描いたこのデビュー作で、憧れの大宅壮一ノンフィ

クション賞を受賞できるとは夢にも思っていませんでした。出版にあ

たり、お世話になった多くの皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。」

◎ふるさと伊予市への思い

　「高校を卒業する１８歳まで伊予市に住んでいましたから、伊予市の

空気は私に染み付いており、今でも私の原点です。そして大切なふる

さとです。」

◎これからの目標

　「この喜びを胸に、新しいスタートラインに立った気持ちで、自分な

りに取材、執筆活動に励み、良い作品を作っていきたいと思っています。」


